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幼児が共に育ちあ ぅ 友だち関係を づ くるための援助は 
どのようにすればよいか 

一連 ぴの 鵠において - 

浦添市立双田幼稚園 高江 滞 弘 美 

1  テーマ 投 定理由 

幼稚園教育要領には ，幼児期にふさわし い 生活の展開として「幼児期は 自分以外の幼児の 存在に 

気 づき，友だちとのかかわりが 盛んになり，相互にかかわることを 通して自己の 存在観や他者への 

患 ひやり，集団への 参加意識などの 社会性が著しく 発達する時期であ る。 また，そうしたかかわり 

の中で様々なものに 対する興味や 関心が深められ 広げられる時期であ る。 したがって，幼稚園の 生 

活においては 幼児が友達と 十分かかわって 展開する生活を 大切にする必要があ る」と示されている。 

地域社会においては 核家族化，少子化， 塾 やけいこ事の 低手合 化 ・交通事情などの 様々な環境が 

一人遊びを 余億 なくし友だちと 十分かかわることができない 要因の一つになっていると 思われる。 

幼稚園では・ 幼児がたくさんの 友だちや教師とかかわり ，その子なりの 思いを出して 生活している。 

「先生 00 ちゃんは鉄棒でこうもりができるんだよ。 僕も教えてもらったよ」 「 00 ちゃんと大き 

なお拙作ったよ。 明日も一緒に 作るって約束したよ」「 00 ちゃん熱があ るからが休みするって ， 

だからお見舞いに 行ってくるよ」このように ，友だち同士で 教えあ ったり， 他 児を認めたり 思いや 

8 場面があ る。 反面 

Ⅲ 自己主張が強く・ 仲間はずれになる 子 

(2) 池尻とかかわろ う とせず，一人遊びの 傾向にあ る 子 

㈲友だちとかかわっているが ，自分の思い る 出しきれない 子 

などの幼児もいる。 このような実態からどの 子も伸び伸びと 自由な雰囲気の 中で，自己を 発揮しな 

がら友達とかかわって 遊ぶ楽しさを 味わい，共に 育ちあ う友だち関係ができるように 願っている。 

これまでの自分の 保育実践を振り 返ってみると ，遊 び の中で友だち 同士のトラブルが 生じたとき， 

教師が一方的判断で 結講をだし解決することが 多くあ り，幼児の遊びを 見守るまかせるなどの 配患 

が 足りなかった。 それは友だち 同士による 話 合いで，育ちあ う友だち関係が 深まる芽を摘みとって 

きたよ う に思われる。 以上述べた問題点，教師の 願 いや 反省から 

(1) 友だちと心を 通わせ喜び ， 驚き・くやしさ ，悲しみなどを 共有できる体験を 積み重ねる。 

(2) 一人一人の幼児が・どのように 友だちとかかわっているか 観察し遊びを 通して把握する。 

(3) 友だちと十分に 遊びこめるような 時間と環境の 工夫をする。 

(4) 他児 とのかかわりが、 抵抗なくできるような 援助の工夫をする。 

などの手だてを 研究したいと 思い ，本 テーマを設定した。 

Ⅱ 研究使用 

園生活において 友だちと遊ぶ 中で，一人一人の 思 い や行動を理解し ， 友だちとかかわりのもてる 

遊 ぴを楽しみ充実させるための 時間と環境の 工夫をするともに ，自分たちで 遊びを展開し 問題解 
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決 をするための 援助をすることによって 幼児が共に育ちあ う友だち関係ができるであ ろう。 

m  テーマをとらえた 背亜 

幼稚園教育の 基本 

一環境を通して 行 う 教育 一 

  幼児教育にふさわしい 生活の展開 

  遊 ぴを通しての 総合的指導 

  一人一人の特性に 応じた指導 

  

本田の教育目標 

心身ともにたくましく 豊かな個性と 思いやりのあ るやさしい子を 育てる 

・よく聞き，よく 考える 子 ・みんなと 仲 よくあ そぶ 子 
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幼児の実態 指導の重， 点 

，一人遊びの 多 い子， Ⅰ友達や教師とのかかわりを 喜び園生活を 社会的環境 

自己主張が強く 仲 楽しく意欲的に 取り組める子供を 育てる。 ・少子家族 

間 はずれになる 子， 2 誰とでも仲良くでき 元気に遊べる 子供を ・核家族 

友だちとかかわり 育てる。 ・遊び仲間や 遊び 

にくい子がいる。 一 3 日常生活に必要な 生活習慣を培っていく。 一 -  場が少ない。 

4 身近な自然や 環境を保育の 中に生かすと ・学習塾やけいこ   ・家庭では室内遊び 

が 多い。 ともに家庭，地域との 連携をもとに 幼児 事 の 低 年会 ィヒ 

・ 塾 やけいこ事に 通 教育の理解に 努める。 ・情報化社会 

ぅ 子が増えている。 5 日常生活の中で 思いやりの ら ，助け合い 

の心を育てる。 
Ⅱ """   

研 究 テ 一 マ 

幼児が共に育ちあ う友だち関係を づ くるた 

めの援助はどのようにすればよ いか 。 

一 遊びの場において 一 
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W  研究内容 

]  幼児理解 

(1) 幼児期にふさわしい 生活 

幼児は幼稚園生活を 通して，あ らゆる環境 ( 人的・物的 ) から刺激を受ける。 幼稚園生活で 

は 幼児は自分からいろいろな 環境に興味関心をもって 主体的にかかわることによって ， 様々な 

活動が展開され ，充実感を味わう   体験が重視される。 

幼児期にふさわし い 生活 
    

教師との信頼関係に 支え ろ 興味や関心に 基づいた直接 友だちと十分にかかわっ 

れた生活 的な体験が得られる 生活 て 展開する生活 

幼児期は周囲の 大人から 幼児期は生活の 流れの中 幼児期は自分以覚の 存 

自分の存在を 認められ，美一一で ，自分の興味や 関心に基   在 に気づき，友だちとの 

入れられているという 安定 づい た直接的，具体的な 体 かかわりが盛んになる。 

感を 基盤にして，自分の 可 験を通して発達に 必要な様々 

能 性を発揮し自立した 生活 な 力を獲得して ぃ { 

に 向かうようになる。 

育 つ も の 

先生だ い すき 

信頼関係を築くこ・とによっ 

て幼児の心が 開かれる。 

・自己の存在感 

・信頼感 

・豊かな心情 

やってみたいな 

主体的に環境にかかわる 力 

を育てる。 

・感動する り 

・判断力を身につける 

・思考力の発達 

・表現する喜び 

  ともだちっていいな 

友だちとのかかわりを 通 

して社会性を 育てる。 

・自己発揮・ 池尻理解 

・ 思 ひやりの ら 

・集団への快さ 

・集団への参加意識の 

芽生え 
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(2) 遊びと友だちの 関係 

子供同士の遊びや 生活の様子を 見ていると，最初のうちは 同じことをしていてもそこには 交 

わりはない。 しかし，遊びそのものにひかれ 仲間に加わったり ，離れたりまた 加わったりと 何 

度も繰り返しながら 次第に柏手を 感じたり知ることによって 友だち関係ができてくる。 それは， 

ただ一緒に遊んでいるから 友だちということではなく ，その遊びの 中で自分のもっている 力を 

十分発揮しながら ，そこにいる 友だちの存在に 気づく。 更に・一緒に 遊んだという 喜びや悲し 

みを分かちあ えるような友だち 関係へと自然に 発展して い く。   
    

匡ヨ         内面理解         
      

「一一一一一一一一一一一一一一一 - 一一一一一一一一一一一一一一一一一 - 
    

同じ場で同じ 遊びをしているが ; 一人遊びをしているが 池尻 6 回       

池尻とのかかわりがない。         じような遊びをしていることで       

      快 きがあ る。 ( 心の安定 ) 
    
    

      

同じ場で遊んでいる 子供同士の 

遊びのイメージが 共通してくる 

と 他児 とかかわるようになる。 
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他 児の遊びを見て 自分もやりた       他 児への意識よりも 遊びそのも       

いと仲間に加わって 遊ぶ。         のが気に入り 遊びに加わって い       
  

      る 。 友だち関係もひろがるであ         

        ろ う 。 ( 自己満足・友達受容 )       
        

    

大好きな 00 ちゃんがやって い       遊びそのものより 大好きな 00       

るから一緒に 遊ぶ。         ちゃんと一緒にいて 楽しいな。       
  

U 心の安定 )   

(3) 共に育ちあ ぅ 意義 

幼児は集団生活の 中でそれぞれが 個を発揮しながら 活動している。 そして，友だちの 刺激を 

受けて遊びの 幅を広げたり・ 友だちの行劫を 目標として取り 組んだり，学級やバループの 課題 

達成に相互に 能力を認め合いながら 協力したりし ，幼稚園生活を 楽しむようになる。 この中で ， 

幼児は柑互に 育ち合っていく。 つまり。 一人の幼児の 育ちがまわりの 幼児の育ちに 影響を与え 

るとともに，まわりの 幼児の育ちが ，その幼児の 育ちにも 影キを 与える。 
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[4) 友だち関係が 育っ条件 

幼児は・自分が 教師にいつも 温かく見守られ・ 受け入れられているという 安心感が得られる 

と ，自分から周囲の 環境に働きかけて 安定して活動に 取り組むようになる。 その中で様々な 経 

験をし遊びを 広げていく。 このように，人的環境であ る教師や物的環境であ る施設設備，遊具， 

教材などの環境を 通して友だちとの 望ましいかかわりができてくると ，幼児同モ が 育ちあ い， 

望ましい友だち 関係ができて 遊びも深まってくる。 従って友だち 関係の条件として ，教師の適 

切 な援助と，幼児が 友だちと遊ぶ 意欲をかきたてる 環境があ ることが大切であ る。 

友 だ ち 関 係 が 育 っ 条 件 

  

家 庭 場 ・ 物 

  
へ兵 @ 自 T Ⅰ 甲 

園生活における 友だち関係を ラ己 苛忠 

育てるための 手だて ' "' 『 

マ 
  
ニ 

  
やタ 。㍉ 
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(5) 友だち関係で 育っもの 

充実した園生活で 様々な体験をする 

子 
ど Ⅹ ヒト ） " 人 Ⅹ "" 

行も 友だちとのトラブル 喜びや悲しみの 友だちと楽しく 遊 

動の 分かち合い びを展開する。 

ⅠⅩ じ 

育の 自己発揮ができる 柏手の存在を 認め 共感と相手を 思 い 集団の快さ 

ち 自己抑制ができる 

ることができる。 やる気持ちが 育っ                                           

① 自己発揮と自己抑制 

幼児の中には ，自己の欲求をことはで 表現することがまだ 不十分な子もいる。 まだ感情の 

抑制が難しく ，物の所有や 順番，ゲーム ，ルールをめぐっての 約束事などのくい 違いからト 

ラブルが生じる。 このように幼児はお 互いに自分を 出し合い ， もめることを 通して成長して 

いく。 しかし，相手を 受け入れられる 部分と受け入れられない 部分があ り，次第に受け 入れ 

られる部分が 増えていくものであ る。 また相手を受け 入れるために 遊びを変えて い くなど， 

状況に応じて 柔軟に対応することができるようになることも 大切であ る。 自分の世界にとじ 

こもるのではなく ，自分を変えて い く喜びを味わう。 自分の力を変えながら 生きるというこ 

とを友達とのかかわりで 培っていく。 

②思いやりの 心 

幼児は，まだ 柏手の身になって 考えることは 不十分であ る。 しかし，友だちの 病気や ケガ 

を心配したり 友だちのやったことをほめたり・ 久しぶりに会えたことを 喜んだりするなど 豊 

かな心情をもっている。 友だちと楽しく 遊ぶことは，自分の 欲求充足と柏手を 受け入れる気 

持ちがうまく 結びあ い成立する。 柏手が自分と 違った物の見方，考え 方，感じ方があ ること 

を 知り，それを 受け入れ認めることができるようになると ，相手に対して 思いやる行動がで 

きるようになる。 

③集団への快さと 参加意識の芽生え 

幼児は ， 友だちと遊んだり 衝突したりしながら 喜びや悲しみを 分かち合 う 。 その中で ，柏 

手の存在を認め ，共感や要求をしたり ，共に考えたりすることができるよ う に ん なる 0 そし 

て，他見や教師と 共に生活する 喜 ぴを感じるようになる。 さらに仲間意識が 育ち ， 友だち 関 

係 が広がってくると ，幼児同士の 間に ， 遊びのルールが 生まれたり，教えあ ったり励まし る 

ぅ ことができ・ 集団の一員としての 快さを感じることができるようになる。 
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3  教師の折助 

教師の姿勢 

・温かい関係を 育てる。 ・幼児ができないことを 援助する。 

・幼児の立場に 立って考える。 ，幼児の安全を 確保する。 

・幼児の内面を 理解する。 ・遊びの方向づけ ，活動の幅を 広げる。 

・幼児自身の 発想を大事にする。 ・遊びの楽しさを 共有する。 

・幼児の遊びや 行動を長い目で 見る。 ・幼児と触れ 合い・あ りのままの姿を 受けとめる 

遊 び の場における 直接的援助 

・やりた い 遊びを認め見守る。 。 活動を促し・ 発展するようなことはかけをする 

・幼児同士の 力関係の ・雰囲気づくりをする。 

・がんばったことを 賞賛し励ます。 ・幼児と共に 現 境 作りをする。 

・困っている 時には，助言したり ・個々の 力 が発揮できるようなことばかけをする 

一緒に考える。 

一人一人を理解するための 話し合い 

・保育終了後全教師が 集まり，その 日の保育について 話し合いをする。 

・司会と記録を 一人 づっ おき，記録したものは 全員に配布する。 

・個々の幼児を 理解し，活動を 把握する。 

・話し合いの 結果をふまえて ，翌日または 今後の援助の 手だてとする。 

・内容 

教師は，なるべく 全園児とかかわり ，行動を把握することが 望ましいが・ 各教師が多様 

な遊び全部にかかわることに 無理があ る。 そのため，幼児一人一人の 行動については ， 誰 

とかかわっていたか・どこでどんな 遊びを展開していたかなど ，自分がかかわった 幼児の 

姿を詳しく伝える。 特に友だちとのかかわり 方や ， 気になる言動をしている 子については ， 

これからの援助の 方法を話し合い ，共通理解のもとで 援助ができるようにする。 遊びの内 

容は充実していたか ，前日の友だちや 遊びとのつながりはどうなっているのか ，新しい 遊 

びの発見はなかったか ，環境構成は 適切であ ったか，友だち 同志のつながりや 遊び方はど   

のように変化しているのかなど 話し合う。 

・話し合いの 中から・継続し 発展させた い 遊びや問題点を 見 ぃ 出し，翌日からの 援助の方向づ 

けをする。 

・話し合いの 記録は，全園児の 行動と名双を 記録しているが ，一人一人の 詳しい言動は ，各担 

任が記録をとり ，幼児の内面理解に 努め，今後の 指導の手だてとする。 
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4  まだちと + 分に逆 ひ こめる 時 由の工夫 

従来の保育は 幼児が登 田 してから 降園 までの活動の 時間を細かく 設定し，一斉に 同じ活動をす 

るという細切れの 保育形態になりがちであ った。 しかし， このような保育形態では 遊びの深まり 

や友だちと十分にかかわることができずつながりのない 保育になってしまうのではないかと 考え ， 

なるべく子ども 達 自身で自分達の 生活の場を づ くるために時間の 使い方も共に 話合い子どもの 思 。 

いる 十分にくみ取ることにした。 

Ⅲ 日々流動的な 時間配分 

好きな遊 び の時間は日々流動的にし 固定しない。 それは遊びの 種類によって 短時間で満足す 

る 遊びと「もっとたくさんやりたい」と 長時間遊びを 展開し，充実感を 味わうことがあ るので 

その日の活動や 友だちのかかわり 方によって時間を 調整する。 

(2) おやつの時間の 工夫 

・子ども達が「もっと 遊びた い 」と遊びが盛り 上がり遊びに 没頭している 場合には，遊びが 中 

断 されないように ，その場でおやっを 食べるなど，おやつも 遊びの一部分として 考える 0 . 

遊びを継続し 十分遊び込める 為に・一斉におやっを 食べるのではなく   レストラン 屋 ， くじ 

引き屋などの 遊びの中で。 お客さんになって 食べるなど，おやつの 方法を工夫することが 必 

要 であ る。 

5  % 援の工夫 

Ⅲ 友だちといて 楽しい環境 

①優劣のない 関係 

保育をする中で ，競争による 方法で，相手に 負けないような 意識の持たせ 方をすると，優 

越感や劣等感をもつようになる。 そして，相手をさげすんだり ，自己を発揮せず 消極的になっ 

たりする。 子ども同士が 対等平等の関係だと 楽しく遊 びが 展開できる。 

②共に援助しる う 

子ども同士がお 互いに柏手を 認める雰囲気を づ くり，柏手をけ お とすことなく 共に援助し 

るうことができると ，意欲的に新しい 活動に友だちとチヤレジしていく。 「 00 ちゃんはす 

ごいんだよ」「 A ムちゃんはとっても 上手だよ」と 成長ぶりを認めほめあ ぅ ことのできる 環 

境が大切であ る。 

③ 場 作りをする 

子ども同士で 遊びを展開する 時に ， 心が安定しゆったりとした 気持ちで遊べることが 望ま 

しい。 そのためには ，遊びの空間が 多くあ り，自分達で 遊びの場を選び ， 場 作りができるこ 

とが友だちといて 楽しい環境となる。 

(2) 友だちと十分に 遊び込める時間 

幼稚園の環境が 子どもの活動にふさわしい 現 として，また 友だちと十分にかかわることので 

きる場となるよ う に教師は常に 遊びに適した 遊具や教材の 選択，配置を 考慮しなければならな 

い。 ( 図 1) 

一 10  一 



蛭
 

0
%
 
中
 
1
 
ム
コ
 

窩
泄
 

辛
り
 
n
.
 

公
案
    

 

Ⅲ
 

拙
叩
 
町
町
マ
 

  

 
 

一
 +
l
n
 

柵
邱
世
 

迦
 

冊
皿
笘
 

謹
卸
 

 
 

  

恥叫 

  

｜ 

  
畦目 

。
 
ゆ
 も
 %
 紹
由
も
卍
レ
 D
 守
せ
 杣
ド
 c
.
 
照
 立
掛
㈲
 

駐
韓
 ル
ゅ
，
 ）
目
コ
 ゆ
 も
 隠
 Q
 里
 
，
 
田
 ，
）
ド
せ
 
コ
鍬
 小
幕
せ
コ
蛆
虫
 軍
 

離
力
 拉
せ
 切
舶
穏
縛
ュ
 Ⅰ
 ヤ
 Ⅱ
 心
 
・
 
0
 世
１
 %
 Ⅱ
 ス
ぶ
肚
 函
丈
 

り
 n
 
、
り
 人
ぃ
Ⅰ
 t
 ュ
 ⑨
 

。
 
屯
ら
 P
 弍
穏
り
芯
 ・
～
，
 

更
 名
案
 ミ
 Ⅱ
も
 揖
 せ
 柏
な
申
ド
下
抽
吐
 

レ
棚
糎
吐
 ⑥
 

。
）
 ，
 
）
 
レ
 D
 Ⅲ
 士
る
五
 刈
り
と
 小
 Ⅱ
 丈
耳
 小
心
 囲
 小
長
 

穏
 」
 由
ポ
 軽
羅
 だ
レ
い
 せ
 志
 口
分
に
 ピ
 窪
ま
 ピ
笘
革
据
掻
レ
 0
Q
,
J
 

ぬ
 

ゆ
ミ
ト
い
 
Ⅰ
 h
o
 
ド
ぃ
シ
 安
や
 全
 １
ミ
 吏
お
毛
穏
イ
但
丑
も
穏
ミ
 
１
 %
 ◆
 

"
,
J
 

ぬ
ゆ
 ミ
ト
仙
ム
 る
屯
 て
 %
 芯
 壮
や
 交
 
，
 
申
二
レ
弍
掛
 

ド
 ㎡
抽
出
ミ
１
 
%
P
 ゆ
卍
忠
皿
 D
 冊
鞘
長
虫
臥
せ
 柏
牡
 e
 １
束
。
 か
 

P
r
 

越
中
 

ミ
 １
 %
 ⑥
 

4  %     

 
 

 
 

Ⅰ
 
回
 

 
 

一
七
 

一
 %
 づ
せ
 

八
ト
ト
手
 
、
 ・
Ⅵ
Ⅵ
引
引
，
 

，
 

l
I
n
.
l
1
%
 

者
嵌
匝
嵌
は
 

｜
 

，
 Ⅰ
・
 l
@
.
l
 
  

用
 

園
 

億
仙
 Ⅰ
Ⅰ
 ぴ
 Ⅰ
 

佃 " 

宙
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

" 一 " 

 
 
絨
巴
仁
 

ド
ト
八
一
塁
い
り
 亜
 n
.
 コ
 

 
 

り
い
 り
 肝
迎
 
5
%
 

里
申
円
哺
 

 
 

却
 

も
せ
い
も
め
七
 
%
 

 
 

 
 

 
 

ぴ
圏
 

 
 

揃
叫
 

 
 

ぬ
コ
湘
 と
心
 H
 二
世
心
 
冬
り
 コ
な
 五
 Ⅰ
 史
 起
毛
 畔
モ
や
叫
掛
卍
 
Ⅰ
 坦
 ◆
 

。
 屯
か
棋
 隔
世
ゃ
 円
 時
せ
 咄
 

D
 り
ゆ
 
@
@
L
n
,
-
 

」
守
 な
廿
 お
二
世
 戸
 コ
ロ
り
桜
日
中
軍
に
 誌
 梅
里
 5
%
 ◆
 

「
に
も
 申
卍
 0
 世
り
も
 柑
 い
 と
コ
祇
緊
由
 小
早
山
 

ゆ
坤
巾
巷
笘
哩
 与
里
 午
輯
 
，
 哺
景
せ
 箆
こ
 a
 捧
 小
モ
 せ
コ
臆
鐙
 

。
 
ね
も
弔
あ
湘
郊
 Q
 

由
ゆ
穏
恩
 」
 山
 七
曲
折
 献
 さ
ゆ
二
心
王
，
 允
鞘
糾
 Q
 長
鰍
 n
O
 
せ
 

コ
雙
 丹
ゆ
 籠
軽
コ
英
温
中
 Ⅹ
 l
n
 ト
ヌ
 心
卜
 や
日
 仮
 Q
 蛉
 %
 減
 

）
に
せ
 穏
 

ゅ
 も
史
 蒔
 臆
虫
 轄
串
叫
コ
耶
廿
 

。
 
ぢ
糊
 レ
コ
ゆ
り
に
 し
 n
.
 

㌧
 安
 

囲
 
・
 
9
 せ
十
目
・
 9
 せ
 ミ
廿
 入
ム
 
-
4
U
 
冊
柑
 

5
%
 

台
⑥
 

。
も
 
目
 

里
心
Ⅱ
屯
さ
 之
 女
史
伝
 俺
 Q
 棋
 伝
授
 鯛
セ
 Ⅰ
 埋
 ◆
 

ゼ
刊
固
守
セ
コ
 宙
雙
 U
.
D
 

・
 
皆
捜
膵
柏
由
矧
 

め
，
 
）
 
レ
 P
 粟
守
日
卜
 e
4
 

山
岳
 

皿
 り
き
 軽
 心
血
◆
 

田
 ト
 %
 案
 ど
め
 穏
コ
 制
も
縦
ト
ー
ト
 

ぶ
 僻
心
 公
 y
 
、
 な
凹
女
 ，
 
0
 株
 磁
 n
.
N
.
@
 

，
ゆ
俺
小
 
吹
毛
 辮
心
実
田
 Ⅲ
 P
 

七
回
 ゆ
卍
怒
 の
ぶ
 コ
邪
困
 ㌣
 荻
柏
臆
礫
哩
韓
曲
 

ド
 。
田
中
 B
 る
 

モ
 

，
 ゆ
さ
い
 由
 眠
け
 
ネ
 Ⅱ
二
典
 Q
 軽
胆
 ◆
 

。
 ゆ
十
祓
更
 な
 コ
宙
昧
 せ
や
 ノ
げ
柵
 P
 か
卍
 ㎡
 

仲
田
 ミ
 １
ミ
 申
卍
 D
 水
 Ⅱ
 由
拍
さ
辮
 円
 い
穏
授
 ◆
 

・
 ゆ
 七
 %
 駄
礫
 ，
 
L
l
 り
ゆ
咄
怒
臣
 
P
n
 

ト
心
ト
 

特
一
 0
U
 ミ
｜
 モ
ト
Ⅰ
 心
呂
 

9
 だ
 コ
中
 り
 n
 
、
わ
恩
碁
 
中
宮
 恢
 r
P
 

・
 
坦
 地
め
 軽
 

 
 

、
 P
 田
中
 咄
糊
 Ⅲ
 回
 ⑥
 

，
 ）
 二
 P
 か
 り
 足
中
的
 コ
鰍
 Q
 

も
穏
里
 D
 埋
難
や
睡
 @
a
 
鞍
蝉
 
・
 
$
 セ
 」
 哨
 Ⅱ
 中
 

八
二
型
里
心
 弓
ゆ
柵
 ㌣
る
も
 柑
醍
 い
田
二
 %
 二
 ◆
 

博
 や
ゆ
全
長
 セ
 刈
り
里
中
 H
 

ゆ
柵
 P
 毛
 刈
り
 巧
措
 P
 コ
 R
 軍
ピ
鞭
 
１
円
 泄
穏
 ◆
 

。
 
り
 Ⅰ
 鰍
ゆ
 ㍉
１
も
 午
 @
4
 

代
ハ
ド
 

コ
 水
田
中
択
 め
 

紺
に
 田
ニ
田
坂
 P
 翼
 。
 屯
二
 P
 良
用
 P
 Ⅲ
 回
ゆ
 

穏
思
 a
 イ
 9
7
 

の
い
和
 

レ
 n
.
 

づ
中
背
田
長
虫
 

品
 

 
 

レ
 h
.
 
埋
由
理
 
⑨
 

（
 @
 田
 ）
 臼
捧
肝
 0
%
 Ⅰ
 

  
    
  

    
  

掻 ⑥ 
  

。
㎏
さ
い
 

由
 眠
り
 
芯
 H
 二
 4
 池
も
さ
お
 

曲
 刊
せ
◆
 

，
 
も
 %
 り
芯
 
Ⅱ
 屯
て
接
 
2
.
p
 

・
 二
社
 
ニ
 P
e
 
囲
 

 
 

  

語
捌
 
Q
>
 

揮
肛
暉
 

⑥
 

      



6  友だち 曲 係を深めるための 案廣 との連珠 

家庭との連携を 図るための基本的な 考え方 

①幼児が生活するために 何が役立つか ，幼児の発達にとってどうすることがよいかなど 一人 

一人の幼児を 中心に据えて・ 教師と父母が 力を合わせ，幼児の 生活を充実したものにしその 

発達を促していく。 

②相互理解をするために 

・家庭や親の 教育観や育児観は 必ずしも幼稚園の 方針と一致するとはかぎうない。 家庭の様々 

な事情や考えをよく 聞き理解し，多様な 価値観を受けとめて ，お互いの考えや 居 、 いを出し 

合い信頼関係を 築く。 

・家庭に過度な 負担をかけることのないようにする。 

・親の立場を 尊重した話し 方や，記述の 仕方についての 配慮をする一方柏手が 聞きたいこと 

知りたいことを ，わかりやすく 楽しく伝えようとする 姿勢をもっ。 

・園の教育方針の 共通理解を図る。 

家庭との連携の 方法 

園 便りの発行学級便りの 発行学級懇談会 グループ懇談会個人教育相談 

家庭訪問 保育参観 保育参加 電話連絡による 効果的活用 

Ⅲ共に育ちあ ぅ 友だち関係を づ くるためのグループ 懇談会 

( 事例 ) 同じ団地から 通園する女児 5 人の友だち関係 

5 人のプロフィール 

( 家族構成 ) ( 保育園通園 歴 ) ( 性格・行動 ) 

S 子 一両親・ 姉 ・ 弟 ・本人 

1 年   

ことばや遊び 方が幼い。 

友だちの中では 自己を発揮している。     
B 子 一両親・ 姉 ・ 弟 ・本人 自己主張が強くことはが 荒い。 

  

3 年   ささいな事で 友だちと衝突が 多い。 

T 子 一両親・ 兄 ・ 姉 ・本人 消極的でことば 数も少ない。 

  

2 年   友だちを頼っての 遊びが多い。 

A 子 一両親・ 弟 ・本人 おませなことばや 態度が多い。 

  

2.5 年   ごっこ的な遊びを 好んでやる。   

・ 5 人の女児は同団地から 通園 し 園でも 降園 後も行動を共にする 遊び仲間であ るが遊びの中で 

のトラブルもかなり 多い。 
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園 での遊びの様子 

・豊田すると ，お互いに誘い 合い園庭でチャボと 遊 

んだり鬼ごっこ ，ままごと，砂遊びなどの 遊びを喜 

んでしている。 

・自己主張の 強い A 子 ， B 子 ， S 子が遊びの中心的 

存在で T 子 ， H 子が追従していることが 多い。 

3 人の強い子同士が 意見の衝突でトラブルが 生じる 

と「 S 子ちゃん B 子と 遊ばんでよ」 「一緒に幼稚園 

に 行かんでよ」など 相手に対してつまはじきをした 

り，ひどい 口 げんかをする 事がよくみられる。 お互 

いに T 子 ・ H 子を自分の側に 引き寄せようと 対立す 

ることが続き ， 5 人の友だち関係が ， うまくいかな 

い 状況がよくあ る。 翌日までけんかが 尾をひく場合 

もあ る。 

。 5 人で遊びを展開することはできるが 地堤との交 

流をしようとする 姿が見られないので 教師が他児も 

仲間に入れて 遊べるよ う に促すが持続しない。 他 児 

たちもかかわろうとしない 傾向になってくる。 

  
陸田後の遊びの 様子 

  

・ 降 固持もほとんど 一緒に帰り A 子 ， S 子の家で遊 

んだり近くのスーパーや 公園であ そんでいる 0 お互 

いに電話で「遊 び にいってもいい」と 連絡しあ い交 

流しているが ，各家庭の帰宅時間，金銭の 与え方， 

しつけの相違などから 不信感やとまどいがでてきた。 

  教師の援助 

・ 5 人の遊んでいる 様子を見守りなが 

ら T 子 H 子が自己発揮し ，二人の思い 

が出せるよ う に働きかける。 

・トラブルが 生じた時は ， お互いの主 

張をゆっくり 時間をかけて 聞いてあ げ 

柏手の気持ちが 伝わるように ，援助し 

たり話し合えるようにする。 

・隣国時には・どの 子もひとりぼっち 

にしないように 声 かけをし，教師も 途 

中まで送ってあ げ，仲良く帰れるよう 

に促す。 

・ 5 人だけでなく 伯兄がやりたい ，遊 

びたいと来た 場合はどうしたらよいか 

考えさせる。 

・教師間でも ， 5 人の子どもたちに 同 

じように対応ができるように ， 請 合い 

共通理解をする。 

・隣国後も 5 人でよくかかわって 遊ん 

でいるので「どこで 遊んだの」 「家で 

も 一緒に遊べてい い ね」など話しかけ 

陸田後の様子も 把握し ， 圃での一人一 

人の援助の手だてにする。 

  
・グループ懇談会を 実施する。 

以上述べた 5 人のかかわりあ いや問題点は ，そのつど子ども 同士，教師と 共に 又 個別に 

親との話しあ いをしたが，更に ，グループ懇談をすることによって ，親同士が家庭の 事情 

や 考え方，しっけなど 相互理解をし ，共に育てて い こ う という姿勢があ れば，共に育ちあ 

ぅ 友だち関係ができるであ ろうと考え，バループ 懇談会を実施した。 
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親の意見 

・「よく遊びに 来るけれども 6 時になっ 

てもまだ大丈夫だといって 帰ろうとし 

ないで困ったことがあ るんですよ」 

・「遊びに来ても 一緒に遊んでいるわ 

けでなくテレビを 見ている 子 ，おもちゃ 

で遊ぶ子・本を 見たり違 う ことをして 

いるんですよ」 

・「おこずか い をあ げている家庭もあ 

りますか ? 一人がお金を 持って い て一 

緒 にお菓子を買って 食べたり遠くのスー 

パーまでいったこともあ りますよ」 

・「よく " もうけんかしたから 遊ばな 

い " といづて 帰ってくるんですよ」 

・「朝は友だちと 一緒に幼稚園に 行く 

と寄り道して 遅刻しているようなので 

一人で登 固 させようと思 う のですが」 

教師の願い 

・家庭では子どもの 一方的な訴えで 相手がどうであ 

るか考えてしまうことが 多く・親が感情的になった 

り「も う けんかばかりするから 一人で遊びなさい」 

「幼稚園には 一人で行きなさい」などの 対応をして 

いるようだが ，これではみんな 一人ぼっちになる。 

・自分の子があ の子とかかわらなければ 解決できる 

という気持ちで 親が子どもの 友だちを選んでしまっ 

ては子どもの 心をふみにじることになる。 

・親同士がお 互いに連絡をとりあ い悩みを相談した 

り協力することによって 子どもたちにも 良 い影牛を 

与えるのでささいな 出来事でも常に 話し合って欲し 

い。 

・どの子も受 ピ， 入れて共に育てる 気持ちでかかわっ 

てもらいたいと 願う。 

  ( 話し合い後の 親子の変容 コ 

・ 5 人の遊びの場で ， 互いに柏手の 意見を受け 

親子で話し合う   が 育ちあ い 特に顔の表情にやさしさがでてきた。 

5 人の親のバループ 懇談会   ・弱かった T 子 ， H 子が積極的に 遊び，自己主 

張 する場面も見られるよ う になった。 

  り親子共に柏手を 思いやる気持ちがでてきた。 

子どもと教師の 話し合い ・誕生会やクリスマス 会など親子で 交流したり， 

｜ 
親しく声をかけるうことができ ，子どもたちの 

C 5 人の遊び方，かかわり 方の間 題点コ 遊 び 方を気軽に話したりできるようになった。 

[ 寺宝 ] 

・日頃 の遊びの中で ，自己主張だけが 先行したり嫉妬が 続いたりトラブルの 絶えない 5 人の女児 

が・お互いに 柏手を理解し 認め合 う ことができた。 それはくやしさ・ 葛藤・ い たわるなどの 様々 

な 感情体験をし・ 更に一人一人に 適切な教師の 援助が加わり 培われたことと 思われる。 

  教師同士，教師と 親，親同士が 連携し相互理解することにより 子ども同士の っが がりが一層 深 

まったと思われる。 
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7  保有 ウ例 

(1) 池尻とかかわろ う としない T 子 

T 子のプロフィール 

昭和 6 0 年 9 月生まれ。 両親・ 兄 ・ 姉 ・本人の 5 人家族であ る。 3 ～ 4 才の頃 は保育園へ 

通園する。 共働きのため 降園 後は学童保育へ 通う。 家庭では甘えん 坊でよくしゃべる。 

T 子の園での様子 

( 入園当初 ) 

・自分のことはきちんとできるが ，顔の表情が 

堅く。 他 児 とかかわろ う とせず 遊 ぴを傍観し 

一人で絵本を 見たり，絵を 書いていることが 

多い。 

  名前を呼んでも 返事をしない。 

(6 月～ 7 月 ) 

・同じ学童保育に 通っている A 壬や Y 子と 砂遊 

びやままごとをしたり ，おしゃべりもするが 

その二人以覚とはかかわりがみられない。 

・名前を呼はれたら 返事をするようになる。 

(9 月 ) 

・ A 子 Y 子 以外の子ともかかわろ う とし遊びに 

も 広がりがみられる。 3 ～ 4 人でダンスをし 

たりマイクを 使って歌をうたうようになる。 

  友達が遊びに 誘うと笑顔で 接することができ 

徐 々 に自分の気持ちを・ 言葉や体で表現でき 

るようになる。 

教師の願いと 援助 

・幼稚園では・ 好きな遊びができることを 

知らせ不安をなくすようにする。 

・心の安定のために ，好きな絵本がいつで 

もみれるように 配慮する。 

・ 他 児の遊びを傍観している 事が多いが無 

理に遊びにひっぱらず 様子を見守る。 

・ A 子 ・ Y 子に誘われて 仲間に加わるよう 

になったので 教師も話すきっかけをつく 

り楽しく遊べるよう 援助する。 

・「 T 子ちゃんおもしろいよやってみない」 

「 T 子ちゃんがいるともっと 楽しいけど 

ね」と誘いかけを 多くする。 

  クラスの子どもたちにも T 子の遊びや手 

伝ったことをほめ 認め，一緒に 遊べるよ 

うになげかける。 

・砂遊びから 他の遊びも友だちとやるよう 

になったので「 T 子ちゃんはダンスも 上 

手ね。 きっと歌もうまいでしょう。 友だ 

ちと一緒に歌ってごらん」と 友だちと 交 

流する楽しさを 味わわせる。   
友だちと楽しく 歌う T 子 砂遊びをする T 子 

T 子のあ りのままの姿を 受け 

とめ一人遊びを 楽しみながら 心 

者 の安定を図り・ 他児 とかかわり 

がもてるように 援助してきた。 

しかし，まだ 自分の思いを 十分 

察 に発揮できないので ，友だちと 

心を通わすことの 喜びを，多く 

体験させ見守っていきたい。 
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(2) 自己主張が強く 仲間はずれになった K 男 

K 男のプロフィール 

昭和 6 0 年 4 月生まれ 家族構成 : 両親・本人 ( 一人っ子 )  2 年間保育園へ 通園 

両親が共働きのため 隣国後は祖母宅で 過ごすが， 9 月から学童保育へ 通うようになる 

(1 学期 ) 遊びをリードする K 男 K 男に対する 教師の援助   
入園当初から 自分とやりたい 遊びにすぐ   他 児の思い ( 遊びを見守る ) 

自 取り組むことができ ，特に戸外で 活発に動 K 男を中心に他 児 6 滴 

己き ，運動場遊びを 好んでやる。 「鬼ごっこ いろいろな 足して遊んでいるので 遊 

する者この子 旨 とまれ早くしないと 電気が切 楽しい遊び びを見守りながら「たの 

れる」とろんなに 声をかけ仲間を 集めて 遊 を 考えるの しそうだね」と 声かけし 

んだり，基地こっ こ ，探険隊ごっこなど 自 で 頼もしい たり遊びの展開を 楽しみ 

分 で遊びを考え ， 楽しく遊びを 展開できる に 待つ。 

(9 月～ 1 0 月 ) トラブルが多くなる K 男 言いあ いしている様子 
  

これまで K 男が中心に遊んでいたが 2 字 自分勝手 は を見守りながら K 男や他 

ト 期になると， 他 児の自我が芽生え 自己発揮 かりしてい 児の主張を受けとめ ， み 

フ できるようになり 相互に意見の 対立が多く やだな。 んながど う すれば楽しく 

ブ なってきた。 K 男は他児の意見を 無視した 遊ぶことができるか 一緒 

ノ りとりあ れないことがあ るので・ 口 げんか に 話しるうようにする。 

となり遊びが 中断するようになった。 K 男は僕の 

一 一 口 一 一 " " つ こと 聞 母親と面談し・ 直接の 

(l U 月 ) 豊国拒否をする K 男 いてくれば 原因と今後の 対応を言舌 し 

  他 児から受け入れられないことが 多くなっ い o K 男の ム ロ ラ 。 

た K 男は，豊国 さいや がり欠席がちになる。 言う通りし 

「みんながいじめる。 仲間にいれてくれな ないとおこ 他児 へは， K 男がどう 

い 」と母親に訴えているようだ。 母親と一 るから。 お してこないのか 説明し・ 

緒 に登 園 しても又しばらく 休んだりを繰り もしろくな K 男に対する意見を 聞き 

  

返すようになる。 ぃ 。 命令 は K 男 とろんなとの 約束 ご 

かりするか とを決める。 

(2 月 ) 発表会でリーダーとなる K 男 ちい やだ。 

自 
自己抑制ができるよ う になり 他 児から 受 

け 入れられるようになった K 男は・得意な K 男は エ イ K 男が自己コントロー 

己エ イサーを友達に 教え，発表会までの 練習 サ 一の名人 ル できるよ う に 声 かけを 

期間もリーダーとなって ， 共に励ましあ い だ。 教えて し ，発表会まで 協力して 

協力してすすめることができた。 もらお う 。 取り組むように 援助する 
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( Ⅰ )  「こどもげんきかい」で 共に育ちあ った仲間達 

「こどもげんきかい」の 実践 

①取り組み日時                   Ⅰ同 9 日～ 2 月 1 5 日 

② ねら ぃ 

・全園児や友だち 同士で ， 話し合いから 発表するまでお 互いに協力しながら 取り組む。 

・子どもたちの 日常の生活の 様子や成長の 姿を・親に披露する。 

③経過 

これまでの発表会では ，全体種目，クラス 種目・自由種目などの 種目や人数は ，教師主導 

で 取り組んで い たが，今回は 友だち同士の っが がりを考慮し ， 子どもたちが 日頃 の遊びの中 

からやりたい 種目を考え ， 友だち同士で 発表できるような 取り組みをした。 

トリ。 
  

  

  
活 動 の 経 過 教 師 の 援 助 

    

・発表会のイメージがそれぞれ 違うので。 全体 

@@ Ⅰ     T-@@@  L  @TIS  &  @@ で 言舌しあ いをし，共通のイメージをふくらま 

せることができるようにする。 

/ Ⅰ 捧 

Ⅰ
 /
 照
 

1
/
M
 

 
 

・発表会の名称 

1 8 種類の意見の 中から「こど ・全体で話しあ ったり，友だち 同士で話しるう 

も げんきかい」に 決める。 機会を多くし ，自分達で活動していけるよう 

・種目 な 雰囲気づくりをする。 

24 種目の案から 1 4 種目決定 ・やりたい種目が 決めきれない 子に対しては ， 

・一人で全体種目 2 教師がその子の 興味のあ りそうな種目に 誘い 

自由種目 2 で 4 種目をやる @  自信をもたせて い く。 

。 子ども同士で 決めた方法をなるべく 取り上げ 

種目別に集まり 練                                       
るようにし， つ まづいた時に 援助してあ げる 

  ・自由種目のグループが 決まると練習だけでな 

ク ループのリーダーを 決める。 く 遊びの場，おやっ ，弁当会などもクラスを 

・練習の時間や 場所を決める。 オープンにし・バループの 子ども達の っな が 

  りが深まるような 活動形態にする。 

全体種目・自由種目の 練習をする。 ・友だち同士で ， 教えあ ったり励ましあ ったり 

できるよ う にことばかけをし 友だち同士の 
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  ・なるべくクラス 中心ではなく ，自由種目の ク     ループと担当の 教師が ， 共に生活する 場を多 

くする。 

・グループごとに ，それぞれ必要な ・各バループの 練習の様子を ， 帰りの会で報告 

道具をつくる。 しるい意欲的に 取り組めるようにする。 

いろいろな係を 決める 

1/ ㏄ ・友だち同士で 相談しながら 係の仕事が，最後 

・放送 係 までがんぱってできるように ，助言したり 励 

・案内板の絵を 書く 係 ましたりする。 

・飾りっ け係 

・プロバラムを 作る 係 

  

/ 桝 1 月の誕生会で 発表したいグルー 

プ はみんなの前でやってみせる。 

・自信をもってやるグループや 失敗 

しながら繰り 返しやるグルーブな ・友だちの演技を 見て「すごい 上手」 「私もや 

ど 様々であ る。 りたい」 「もっと大きな 声でやって」など 感 

嘆や思 ひやりの場面を 大切にし， どの子も十   分 に自己発揮できるよ う に見守り援助する。 

  

リハーサルをする 

2/ ㎎   
2 こどもげんきかい :   を 

/M 
  

もって発表できるようにことはかけをする。 

    

④ みんなで決めた 種目と人数 

・全体種目             「おおきなかぶ」の 別 とび ぱこ 運動 

・自由種目 (1 人で A . B の種目から 1 っ ず つ やる ) 

A リズム的種目…ダンス「タタロチカ」 (1 6 人 ). ハイジの踊り (1 0 人 ) 

太鼓「どんどこあ ばれ じし 」 (1 7 人 ). 歌 と合奏 (1 9 人 ) 

人形劇「おおかみと 7 ひきの子や ぎ 」 (9 人 ). エ イサー (1 8 人 ) 

B 運動的種目…… がね とび (1 8 人 ). からてと 組 体操 (1 8 人 ). こ ままわし (1 2 人 ) 

たけぅま (2 2 人 ). まりっき (1 8 人 ). お てだま (1 0 人 ) 
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⑤ 友だち同士で 取り組んだ「こどもげんきかい」の 練習の様子 
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⑥反省と考察 
・子どもたちと 教師が話合いを 何回も重ね ， 子どもの思いを 十分にくみ取ることにより 活動 

に 意欲的に取り 組むことができた。 

  気の台 う 友だち同士がひとつの 目的に向かって 取り組んだことは ，教えあ い・励まし合い ， 

相手を認めたり 思いやるなど 共に育ちあ う姿が見られてよかった。 

  友だち同士で 話合いながら 必要な物を作ったり ，踊りや動作のふりを 考えたり自分たちで 

作り出していく 姿も見られた。 

  クラスをオープンにし 種目別のグループと 担当教師が練習時だけでなく ，生活を共にする 

ことで相互理解し ，充実感を味わい 望ましいかかわり 方ができたことと 思われる。 

  教師が子どもにまかせる 部分と教師が 刺激していく 部分を見極め ， 更に検討していかなけ 

ればならない 廿 

 
 

「こどもげんきかい」の 父母の感想、   

「こどもげんきかいお 疲れさまでした。 日頃 の子どもたちの 様子が，よくわかる 発表会でした。 

とっても素晴らしく 感激しました。 子どもたちのやる 気と先生方の 忍耐力と・どの 子も伸ばして 

あ げようという 姿勢が 拮集 されていたと 思います 0 一年生になっても ，友だちと協力しるう 姿勢 

を 忘れないように ，素直に伸びていく 子になってほしいと 思います。 

結果だけでなく ，過程を大事にできる 親であ りたいと，常に 思、 っています。 前田幼稚園 て素 晴ら 

し い ですね。 」 

V  研究のまとめと 今後の榛 題 

]  研究のまとめ 

(1) 教師が幼児との 信頼関係を築き ，幼児のあ りのままの姿を 受け止め，一人一人にあ った援助 

の 工夫をすることが ，幼児が積極的に 友だちとかかわり「友だちっていいな」という 気持ちを 

もち，共に育ちあ うことができることを 実感した。 

(2) 幼児にかかわる 教師や親の言動が ， 友だちとのかかわり 方をも左右することがわかった。 

(3) 教師同士，教師と 親，親同士が 幼児のことを 共通理解し，連携をとることの 大切さがわかっ 

た。 

(4] 友だち関係は 短時間で培われるものではないので ，あ せらず長 い 目で幼児の行動を 見守り ， 

理解するように 心がけたい。 

2  合 緩 の 宙 Ⅰ 

は ) 幼児一人一人の 行劫の理解 や ，内面理解をするための 教師間の話し 合いの充実を 図り，研修 

をしるうこと。 

㈲ 友だちと楽しく 遊べる環境，雰囲気づくりを 常に考 威 すること。 

[3) 幼児の援助者であ るとともによき 理解者となるよ う 努力すること。 
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おわりに 

4 ヵ月間の黄 宜 な研修期間中，ご 指導， ご 助言下さいました 宮城久子指導主事はじめ 各指 群生 

事の先生方，いつも 温かく励まして 下さった前田 貢 所長・詰旦 里 係長，事務の 皆様，研究員の 先 

生方には心より 感謝申し上げます。 また保育実践においては ，惜しみない 協力を頂きました 前田 

幼稚田の先生方には 感謝の念でいっぱいです。 あ りがとう こ ざいました。 

(9l 席・ ウ考 文杖 ]   

保育の ，む 

家庭との連携を 図るために 

幼稚園教育指導吉増補版 

保育実践用語辞典 

人間関係 

幼稚園教育要領の 解説と実践 

生活を づ くる子どもたち 

( 倉橋惣姉理論再考 ) 

幼児教育研究 

教育課程編成のための 資料 
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